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沼
に
浮
か
ぶ
無
数
の
マ
ガ
ン
が
「
キ
ャ
ク
ア
、
キ
ャ
ク

ア
」
と
か
ん
高
く
鳴
き
交
わ
し
て
い
る
。
突
如
、
水
を
打

つ
け
た
た
ま
し
い
羽
音
を
立
て
て
滑
空
し
一
斉
に
舞
い
上

が
る
。
旋
回
し
な
が
ら
高
度
を
上
げ
、
は
る
か
上
空
で
編

隊
を
組
ん
で
餌
場
に
飛
び
立
つ
。

　

美
唄
市
の
西
端
に
あ
る
宮
島
沼
は
、
面
積
約
30
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
平
均
水
深
１
・
７
ｍ
の
浅
く
小
さ
な
沼
だ
が
、

こ
こ
に
東
ア
ジ
ア
に
生
息
す
る
マ
ガ
ン
の
約
半
数
に
及
ぶ

７
万
羽
以
上
が
集
結
す
る
。世
界
有
数
の
中
継
地
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
栄
養
を
蓄
え
、
春
は
４
０
０
０
キ
ロ
も
離
れ
た

繁
殖
地
の
極
東
シ
ベ
リ
ア
へ
向
か
う
。
秋
は
宮
城
県
の
栗

原
市
と
登
米
市
に
ま
た
が
る
伊
豆
沼
な
ど
、
南
の
越
冬
地

を
目
指
す
。
２
０
０
２
年
、
国
内
で
13
番
目
の
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
湿
地
（
現
在
国
内
46
カ
所
、道
内
は
13
カ
所
）

と
な
り
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

マ
ガ
ン
が
や
っ
て
来
る
の
は
年
に
２
回
。
４
月
中
旬
か

ら
５
月
初
旬
と
、
９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬
で
、
夜
明
け

直
前
に
エ
サ
場
へ
飛
び
立
つ
「
ね
ぐ
ら
立
ち
」
と
、
日
没

前
の
空
が
色
づ
く
こ
ろ
の
「
ね
ぐ
ら
入
り
」
の
情
景
が
壮

観
だ
。春
の
見
頃
は
朝
４
時
半
ご
ろ
と
夕
方
17
時
半
ご
ろ
、

秋
は
朝
５
時
ご
ろ
と
夕
方
16
時
半
ご
ろ
だ
。

　

実
は
、
１
９
７
１
年
の
飛
来
数
は
１
５
０
０
羽
ほ
ど
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
マ
ガ
ン
が
保
護
鳥
に
指
定
さ
れ
、
銃
猟

が
禁
止
さ
れ
て
か
ら
飛
来
数
が
増
え
、
91
年
に
３
万
羽
を

超
え
、
現
在
は
７
万
３
０
０
０
羽
を
数
え
る
。
だ
が
、
飛

来
数
は
こ
こ
に
き
て
頭
打
ち
だ
と
い
う
。
宮
島
沼
水
鳥
・

湿
地
セ
ン
タ
ー
の
牛
山
克
巳
博
士
（
39
）
に
よ
る
と
、
宮

島
沼
の
収
容
力
や
、
エ
サ
の
落
穂
が
残
る
水
田
面
積
な
ど

の
制
約
を
受
け
る
か
ら
だ
。

　

マ
ガ
ン
が
増
え
た
こ
と
で
、
減
反
政
策
で
始
め
た
小
麦

の
新
芽
が
食
い
荒
ら
さ
れ
る
農
業
被
害
が
深
刻
に
な
り
、

保
護
か
駆
除
か
と
い
う
感
情
的
な
対
立
も
起
き
た
。現
在
、

周
辺
農
家
で
は
収
穫
直
前
の
田
ん
ぼ
に
秋
ま
き
小
麦
の
種

を
撒
き
、
春
に
代
替
え
の
エ
サ
場
に
す
る
な
ど
の
対
策
を

講
じ
て
い
る
。

　

水
田
の
減
少
で
、
湿
原
の
乾
燥
化
が
進
み
、
宮
島
沼
が

縮
小
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
化
学
肥
料
な
ど
に
よ
る

水
質
の
富
栄
養
化
で
生
態
系
の
破
壊
も
あ
る
。

　

用
水
な
ど
圃
場
整
備
と
一
体
に
な
っ
た
施
策
が
必
要
だ

が
、
こ
こ
に
草
の
根
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
冬
も
水
田
に

水
を
張
る
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」
と
い
う
無
農
薬
・
減
農

薬
の
農
法
で
、
乾
燥
化
や
水
質
の
改
善
に
効
果
が
あ
る
と

い
う
。
こ
こ
で
は
冬
季
に
用
水
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、

雪
解
け
後
、
２
週
間
ぐ
ら
い
早
く
水
田
に
水
を
張
り
、
１

カ
月
以
上
貯
め
て
雑
草
の
芽
が
出
て
か
ら
耕
し
て
駆
除

し
、そ
れ
か
ら
田
植
え
を
し
て
い
る
。公
募
の
田
ん
ぼ
オ
ー

ナ
ー
制
度
で
、
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
体
験
す
る
仕
組
み

だ
が
、
農
家
全
体
に
こ
の
農
法
を
広
め
る
に
は
、
割
高
に
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な
る
無
農
薬
米
の
販
路
獲
得
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
残

る
と
い
う
。
水
質
改
善
の
た
め
、
沼
の
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ

つ
）
と
浚
渫
土
の
活
用
の
研
究
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

地
元
の
小
学
３
年
生
か
ら
大
学
生
ま
で
が
参
加
す
る
、

宮
島
沼
の
自
然
を
守
る
「
自
然
戦
隊
マ
ガ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
現
在
18
人
で
、

４
月
26
日
～
27
日
に
開
催
す
る
「
子
ど
も
湿
地
交
流
会
in

宮
島
沼
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
全
国
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
地
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

貴
重
な
湿
地
の
恵
み
を
、
農
業
、
観
光
、
教
育
な
ど
、

人
間
生
活
に
利
用
す
る「
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス（
賢
明
な
利
用
）」

の
挑
戦
が
、
マ
ガ
ン
の
舞
う
絶
景
の
下
で
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る
。

毎年市民が参加し秋に開催する宮島沼カントリーフェス。「食と
農と自然」をテーマにした農業祭で、旬の野菜の軽トラ市やラム
サール湿地の食品市、農家の奥さま食堂、ドジョウのつかみどり
などで盛り上がる

極東シベリアへの渡りに備えて宮島沼に集結したマガンの群れ（写真はいずれも宮島沼水鳥・湿地センター提供）


